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『
無
量
寿
経
論
』
と
『
論
註
』

一
、
は
じ
め
に

曇
鸞
（
西
暦
四
七
六
〜
五
四
二
年
）『
論
註
』
の
中
に
は
世
親
（
西
暦
四
〇
〇
〜
四
八
〇
年
）
著
・
菩
提
流
支
漢
訳
『
無
量
寿
経
論（
１
）』

の
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
か
つ
て
筆
者
は
、「
高
麗
再
雕
版
」
所
収
お
よ
び
宋
「
磧
砂
版
」
所
収
の
『
無
量
寿
経
論
』
と

親
鸞
加
点
本
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
を
抜
粋
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
対
照
さ
せ
て
字
句
の
異
同
や
改
行
箇
所
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
公
に
し
た
（
辻
本
〔
一
九
九
九
〕）。

そ
の
結
果
、『
無
量
寿
経
論
』
と
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
は
全
く
別
の
書
物
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

字
句
の
異
同
が
著
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
よ
う
な
『
無
量
寿
経
論
』
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
の
字
句
の
異
同
に
関
す
る
研
究
と
い
う
の
は
、
す
で
に
大
正
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
瀬
承
厳
〔
一
九
一
七
〕
と
大
須
賀
秀
道
〔
一
九
二
七
〕
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
つ
ま
り
高
瀬
論

文
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
第
一
巻
所
収
『
無
量
寿
経
論
』
を
基
本
と
し
て
、「
宋
版
」、「
元
版
」、「
明
版
」
所
収
の
『
無
量
寿
経
論
』
と

の
字
句
の
異
同
の
あ
る
箇
所
の
み
を
採
り
上
げ
て
対
照
表
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
石
刻
本
や
写
本
、
あ
る
い
は
『
論
註
』
に
引

『
無
量
寿
経
論
』
と
『
論
註
』

辻　

本　

俊　

郎
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用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
後
者
の
大
須
賀
論
文
で
あ
る
。
大
須
賀
は
『
無
量
寿
経
論
』
流
布
本
と
蔵
経
本
『
無
量
寿
経
論
』

と
を
比
較
対
照
し
た
結
果
、
相
当
の
文
字
の
出
入
、
増
減
の
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
『
無
量

寿
経
論
』
流
布
本
は
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
論
』
か
ら
還
元
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
『
無
量
寿
経
論
』
流
布
本
と
高
麗
再
雕
版
や
宋
東
禅
寺
版
、
宋
思
渓
版
、
元
杭
州
版
な
ど
の
「
大
蔵
経
」
所
収
『
無
量
寿

経
論
』
と
の
字
句
の
異
同
や
改
行
箇
所
に
つ
い
て
は
筆
者
の
研
究
（
辻
本
〔
一
九
九
九
〕）
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る（
２
）。

す
な
わ
ち
、

『
無
量
寿
経
論
』
流
布
本
で
あ
る
『
浄
土
宗
全
書
』
第
一
巻
所
収
（
義
山
版
を
底
本
と
す
る
）
や
『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
原
典
版
）』

所
収
の
そ
れ
（
兵
庫
県
豪
摂
寺
所
蔵
永
享
九
年
本
を
底
本
と
す
る
）
は
、
ま
さ
し
く
「
大
蔵
経
」
所
収
で
は
な
く
て
、『
論
註
』
に
引

用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
の
字
句
の
異
同
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
あ
る（
３
）。

さ
て
、
こ
こ
で
、
問
題
が
一
つ
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
と
古
写

本
や
「
大
蔵
経
」
所
収
『
無
量
寿
経
論
』
の
い
ず
れ
が
『
無
量
寿
経
論
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
し
い
の

で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

大
須
賀
〔
一
九
二
七
〕
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
、「
大
蔵
経
」
所
収
の
『
無
量
寿
経
論
』
は
流
布
本
に
比
べ
て
字
数
が
少
な
く
、
文

章
が
簡
略
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、「
大
蔵
経
」
所
収
『
無
量
寿
経
論
』
が
原
始
的
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
論

を
進
め
て
い
く
と
そ
の
推
測
を
覆
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
蔵
経
」
所
収
『
無
量
寿
経
論
』
よ
り
も
流
布
本
の
方
が
、
よ
り
原

始
的
な
要
素
を
有
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
点
に
よ
る
の
で
あ
る
。

①
流
布
本
は
、『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
と
一
致
し
、
菩
提
流
支
の
漢
訳
後
、
直
ち
に
曇
鸞
が
註
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
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②
も
し
、『
論
註
』
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
論
』
は
現
存
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
無
量
寿
経
論
』

が
後
世
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
は
、『
論
註
』
の
力
で
あ
る
。

③
「
大
蔵
経
」
所
収
『
無
量
寿
経
論
』
に
は
文
章
が
簡
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
原
型
た
る
理
由
に
な
ら
な
い
。

ま
ず
も
っ
て
、
大
須
賀
の
指
摘
す
る
、
こ
の
三
つ
の
根
拠
の
中
で
、
②
「『
論
註
』
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿

経
論
』
は
現
存
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
無
量
寿
経
論
』
が
後
世
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
の
は
、『
論
註
』
の
力
で
あ
る
」
と
い
う

根
拠
に
つ
い
て
は
賛
同
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
中
国
に
お
い
て
曇
鸞
『
論
註
』
が
流
布
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
は
唐
代
ま
で

で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
後
は
失
わ
れ
て
「
大
蔵
経
」
に
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
し
、
逆
に
入
蔵
さ
れ
た
の
は
『
無
量
寿
経
論
』
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
我
々
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
根
拠
を
挙
げ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
近
年
に
な
っ
て
三
宅
徹
誠
も
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
に
近
し
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
を
学
界
に
提
出
し
て
い
る
（
三
宅
〔
二
〇
〇
八
〕、〔
二
〇
一
〇
〕）。
三
宅
に
よ
る
と
曇
鸞
は
『
無
量

寿
経
論
』
漢
訳
者
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
浄
土
教
に
帰
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
、
そ
の
際
に
漢
訳
者
よ
り
『
無
量
寿
経
論
』
を
授
け

ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
曇
鸞
『
論
註
』
に
見
ら
れ
る
「
無
量
寿
修
多
羅
優
波
提
舎
願
生
偈
略
解
義
竟
」
と
い
う
文
の
あ
る
『
無
量
寿
経

論（
４
）』
こ
そ
が
、
本
来
の
『
無
量
寿
経
論
』
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る（
５
）。

す
な
わ
ち
、
大
須
賀
説
の
「
①
流
布
本
は
、『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
と
一
致
し
、
曇
鸞
が
註
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
と
同
じ
く
し
、
三
宅
は
「『
論
註
』
所
引
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
説
」
を
採
る
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、『
無
量
寿
経
論
』
に
対
し
て
註
を
施
し
た
曇
鸞
は
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
時
代
に
生
き
た
人
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
史
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』、
ひ
い
て
は
流
布
本
（『
論
註
』
所
引
本

『
無
量
寿
経
論
』）
が
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
事
情
は
決
し
て
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
と
い
う
の
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は
、
注
目
す
べ
き
は
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か
四
〇
数
年
後
に
刻
さ
れ
た
響
堂
山
石
刻
本
『
無
量
寿
経
論
』
の
存

在
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
斉
時
代
（
西
暦
五
五
〇
〜
五
七
七
年
）
に
刻
さ
れ
て
お
り
、
長
行
部
分
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
字
句
の
異
同
は
、

筆
者
の
研
究
〔
二
〇
二
一
〕
に
よ
れ
ば
、『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
正
倉
院
聖
語
蔵
写
本
や
金
粟
山

大
蔵
経
写
本
な
ど
の
古
写
本
系
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る（
６
）。

さ
ら
に
言
え
ば
、『
無
量
寿
経
論
』
が
広
く
流
布
す
る
隋
代
に
お
い
て
は
、
浄
影
寺
慧
遠
（
西
暦
五
二
三
〜
五
九
二
年
）『
観
無
量
寿
経
義
疏
』

に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
は
、『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
古
写
本
の
系
統
と
一

致
す
る
の
で
あ
る（
７
）。

つ
ま
り
、
菩
提
流
支
に
よ
る
『
無
量
寿
経
論
』
漢
訳
直
後
に
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
二
つ
の
『
無
量
寿
経
論
』

テ
キ
ス
ト
の
系
統
、
す
な
わ
ち
、『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』
と
古
写
本
系
の
そ
れ
が
す
で
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
理
由
か
ら
も
大
須
賀
の
②
『
論
註
』
が
な
け
れ
ば
、『
無
量
寿
経
論
』
は
流
布
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
の

は
全
く
容
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
大
須
賀
の
①
、
三
宅
の
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
『
論
註
』

所
引
本
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
説
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
は
異
な
る
古
写
本
の
系
統
が
、
北
斉
や
隋
代
に

す
で
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
の
矛
盾
点
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
が
全
く
な
い
た
め
に
『
論
註
』
所
引

本
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
説
へ
の
疑
い
は
氷
解
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、『
無
量
寿
経
論
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、『
無
量
寿
経
論
』

の
漢
訳
年
代
説
（
西
暦
五
三
一
年
説
、
西
暦
五
二
九
年
説
）
を
手
か
が
り
と
し
な
が
ら
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
一
考
察

を
試
み
る
。
た
だ
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
が
現
存
せ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も
な
く
、
漢
訳
本
の
み
存
す
る
場
合
に
漢
訳
本
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
漢
訳
を
通
じ
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
と
し
て
捉
え
る
の
か
、
と
い
う

問
題
点
も
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
『
無
量
寿
経
論
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
と
い
う
の
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
と
し
て
の
『
無
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量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、
菩
提
流
支
漢
訳
の
そ
れ
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
基
本
的
に
『
無
量
寿
経
論
』、『
論
註
』
に
つ
い
て
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
綜
合
研
究
所
〔
二
〇
一
三
〕
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
使
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
中
に
あ
る
頁
数
は
、
そ
れ
の
頁
数
で
あ
る
。
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
「
大
正
新
脩

大
蔵
経
」
を
使
用
し
た
。

二
、
菩
提
流
支
と
曇
鸞

曇
鸞
は
、
四
論
、
す
な
わ
ち
、『
中
論
』、『
十
二
門
論
』、『
大
智
度
論
』、『
百
論
』
を
専
攻
し
、
曇
無
讖
（
西
暦
三
八
五
〜
四
三
三
年
）

漢
訳
『
大
方
等
大
集
経
』（
瓔
珞
品
〜
宝
髻
菩
薩
品
ま
で
の
二
六
巻
、
及
び
日
密
分
三
巻
）
に
注
釈
を
施
そ
う
と
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

道
宣
（
西
暦
五
九
六
〜
六
六
七
年
）『
続
高
僧
伝
』（
西
暦
六
四
五
年
）
巻
六
に
よ
れ
ば
、

内
外
經
籍
具
陶
文
理
而
於
四
論
仏
性
彌
所
窮
研
。
讀
大
集
経
恨
其
詞
義
深
密
難
以
開
悟
因
而
注
解
。
文
言
過
半
使
感
氣
疾
權
停
功

周
行
醫
療
。（
中
略
）
顧
而
言
曰
。
命
惟
危
脆
不
定
其
常
。
本
草
諸
經
具
明
正
治
、
長
年
神
仙
往
往
間
出
。
心
願
所
指
修
習
斯
法
、

果
剋
既
已
方
崇
佛
教
、
不
亦
善
乎
。
承
江
南
陶
隠
居
者
方
術
所
歸
。
廣
博
弘
贍
海
内
宗
重
。
遂
往
從
之
（
大
正
五
〇
巻
四
七
〇
上
）。

と
あ
り
、
内
外
の
経
籍
、
具
に
文
理
に
親
し
ん
で
四
論
、
仏
性
に
つ
い
て
ま
す
ま
す
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
大
集
経
』
を
読
ん
で
、

そ
の
意
味
が
深
密
で
あ
り
、
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
悟
っ
て
、
注
釈
を
施
そ
う
と
し
、
半
分
ほ
ど
注
釈
し
た
後
、
気
疾
（
精
神

病
、
一
種
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）
を
患
っ
て
一
旦
筆
を
置
い
て
治
療
に
専
念
し
た
。
ま
た
、
曇
鸞
が
言
う
に
は
、「
命
は
た
だ
危
脆
で
あ
っ
て
、

決
し
て
常
住
の
も
の
で
は
な
い
。
今
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
神
仙
の
法
を
修
得
し
て
、
成
果
が
あ
が
れ
ば
、
再
び
仏
教
の
研
究
に
取
り
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掛
か
ろ
う
」
と
心
に
決
め
て
、
江
南
に
居
る
陶
隠
居
（
陶
弘
景
、
西
暦
四
五
六
〜
五
三
六
年
）
を
訪
ね
て
神
仙
の
法
を
身
に
つ
け
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
曇
鸞
の
最
終
目
的
は
長
生
の
術
を
得
て
仏
教
を
研
究
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
曇
鸞
は
『
大
集
経
』
の
注
釈
を
志
し
て
い
た
が
、
曇
鸞
の
意
識
の
中
で
は
「
仏
教
の
研
究
」
の
た
め

の
「
仙
術
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
陶
隠
居
を
訪
ね
た
後
、
曇
鸞
は
菩
提
流
支
と
出
会
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

道
宣
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
六
に
は
、

因
即
辭
還
魏
境
。
欲
往
名
山
依
方
修
治
。
行
至
洛
下
。
逢
中
國
三
藏
菩
提
留
支
。
鸞
往
啓
曰
。
佛
法
中
頗
有
長
生
不
死
法
勝
此
土

仙
經
者
乎
。
留
支
唾
地
曰
。
是
何
言
歟
。
非
相
比
也
。
此
方
何
處
有
長
生
法
。
縦
得
長
年
少
時
不
死
。
終
更
輪
廻
三
有
耳
。
即
以

觀
經
授
之
曰
。
此
大
仙
方
依
之
修
行
當
得
解
脱
生
死
。
鸞
尋
頂
受
。
所
齎
仙
方
並
火
焚
之
（
大
正
五
〇
巻
、
四
七
〇
中
〜
下
）。

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
曇
鸞
が
菩
提
流
支
に
対
し
て
「
仏
法
の
中
で
長
生
不
死
の
法
で
仙
経
に
勝
る
も
の
は
あ
ろ
う
か
」
と
質
問
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
菩
提
流
支
は
、
曇
鸞
に
畺
良
耶
舎
訳
（
西
暦
四
二
四
〜
四
五
三
年
頃
に
漢
訳
）『
観
無
量
寿
経
』
を
授
け
た
と
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
曇
鸞
と
菩
提
流
支
と
の
や
り
と
り
、
す
な
わ
ち
、
短
い
会
話
を
再
考
す
る
と
、「
仏
法
の
中
で
長
生
不
死
の
法

で
仙
経
に
勝
る
も
の
は
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
菩
提
流
支
の
答
え
と
し
て
、「『
観
無
量
寿
経
』
だ
と
し
て
そ
れ
を
授
け
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「『
観
無
量
寿
経
』
授
与
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
堂
恭
俊
は
、『
観
無
量
寿
経
』

が
北
魏
時
代
に
流
布
し
て
い
な
い
と
し
て
、「『
観
無
量
寿
経
』
授
与
説
」
に
懐
疑
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る（
８
）。

し
か
し
な
が
ら
、
現
存

し
て
い
な
い
が
、
菩
提
流
支
に
は
、『
譯
衆
經
論
目
録
』
と
い
う
経
録
も
あ
っ
た
こ
と
が
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』（
大
正
四
九
巻
、
八

六
中
）
や
、
道
宣
『
大
唐
内
典
録
』（
大
正
五
五
巻
、
二
六
九
中
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
早
く
に
失
わ
れ
て
そ
の
内
容
は
全
く
不
明
だ
が
、
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こ
の
経
録
の
題
名
か
ら
察
す
る
に
そ
の
内
容
は
「
漢
訳
さ
れ
た
経
典
や
論
書
の
目
録
」
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
当
時
、
北
魏
に
漢
訳
『
観

無
量
寿
経
』
が
流
布
し
て
い
た
と
い
う
確
た
る
史
料
が
な
く
と
も
、『
観
無
量
寿
経
』
を
菩
提
流
支
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
所
持
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
仏
法
の
中
で
仙
経
よ
り

も
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
の
『
観
無
量
寿
経
だ
』
と
い
う
会
話
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
場
で

曇
鸞
に
対
し
て
菩
提
流
支
が
浄
土
思
想
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
経
典
や
論
書
の
、
あ
る
程
度
の
伝
授
や
教
示
が
あ
っ
た
と
解
釈

す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩
提
流
支
と
曇
鸞
は
そ
の
会
座
を
長
く
共
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
全
く
考
え

難
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
菩
提
流
支
の
漢
訳
し
た
経
論
の
中
に
は
唯
識
思
想
が
見
ら
れ
る
も
の
も
多
数
存
す
る
が
、
曇
鸞
の
著

作
の
中
で
は
そ
れ
ら
が
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

そ
の
中
に
菩
提
流
支
と
曇
鸞
が
出
会
っ
た
際
に
菩
提
流
支
よ
り
『
観
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
浄
土
思
想
を
説
く
、
い
く
つ
か
の

経
論
の
紹
介
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
無
量
寿
経
論
』
西
暦
五
二
九
年
訳
出
説
を
採
る（
９
）な

ら
ば
、
菩
提
流
支
自

ら
訳
し
た
『
無
量
寿
経
論
』
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
曇
鸞
が
註
釈
を

加
え
た
も
の
が
『
論
註
』
そ
の
も
の
で
あ
る
。

三
、
曇
鸞
と
『
論
註
』

菩
提
流
支
漢
訳
の
経
論
の
中
で
、
実
際
に
曇
鸞
が
自
身
の
著
作
の
中
で
引
用
し
た
の
は
次
の
七
つ
で
あ
る
。

①
『
入
楞
伽
経
』（
西
暦
五
一
三
年
漢
訳
）

②
『
不
増
不
減
経
』（
西
暦
五
二
〇
〜
五
二
四
年
漢
訳
）
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③
『
十
地
経
論
』（
西
暦
五
〇
八
年
漢
訳
）

④
『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
』（
西
暦
五
〇
八
年
漢
訳
）

⑤
『
金
剛
般
若
経
論
』（
西
暦
五
〇
九
年
漢
訳
）

⑥
『
勝
思
惟
梵
天
所
問
經
論
』（
西
暦
五
一
八
年
漢
訳
）

⑦
『
文
殊
師
利
問
菩
薩
経
論
』（『
伽
耶
山
頂
経
論
』）（
西
暦
五
三
五
年
漢
訳
）

こ
の
中
で
『
文
殊
師
利
問
菩
薩
経
論
』（『
伽
耶
山
頂
経
論
』）（
西
暦
五
三
五
年
漢
訳
）
の
み
が
、
菩
提
流
支
と
曇
鸞
の
接
点
が
確
認

で
き
る
大
通
年
間
（
西
暦
五
二
七
〜
五
二
九
年
）
以
降
の
漢
訳
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
論
書
で
あ
る）
（1
（

。
と
い
う
こ
と
は
、
玄
中
寺
に
い
た

曇
鸞
が
菩
提
流
支
の
漢
訳
テ
キ
ス
ト
を
比
較
的
入
手
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
（（
（

。
つ
ま
り
、
詳
細
は
後
述
す
る
が

『
無
量
寿
経
論
』
西
暦
五
三
一
年
漢
訳
説
も
捨
て
が
た
い
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、『
無
量
寿
経
論
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
を
追
究
す
る
に
あ
た
り
、『
論
註
』
所
引
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
だ
け
で

な
く
、『
論
註
』
の
釈
文
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
論
註
』
所
引
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
本
文
に
「
菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
」（
五
二
七
頁
）
と
い
う
文
が
あ
る）
（1
（

。

実
は
こ
の
文
で
は
、
正
倉
院
聖
語
蔵
写
本
、
宋
・
東
禅
寺
版
大
蔵
経
、
金
粟
山
写
本
大
蔵
経
、
宋
・
磧
砂
版
大
蔵
経
、
高
麗
再
雕
版
大

蔵
経
な
ど
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
、『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
以
外
は
、
す
べ
て
「
菩
薩
如
是

修
五
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
」
と
な
っ
て
お
り
、『
論
註
』
所
引
本
の
み
が
「
五
念
門
」
と
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
曇
鸞
は
そ
の
注
を
施
す
中
で
再
度
、
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
れ
に
は
「
答
言
論

曰
修
五
門
行
以
自
利
利
他
成
就
故
」（
五
二
八
頁
）
と
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
曇
鸞
は
「
菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
」
の
注
釈
に
対
し
て
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、「
論
曰
」
と
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し
て
同
じ
文
を
引
用
し
て
「
修
五
門
行
」
云
々
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
念
」
と
い
う
文
字
、
わ
ず
か
一
字
の
出
入
で
は
あ
る

が
、「
五
念
門
」
で
は
な
く
、「
五
門
」
と
は
っ
き
り
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
古
写
本
系
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ

キ
ス
ト
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
曇
鸞
は
『
論
註
』
所
引
本
の
『
無

量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
以
外
に
、
い
わ
ゆ
る
古
写
本
系
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
祖
本
を
も
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
曇
鸞
は
二
種
類
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
を
見
て
、『
論
註
』
を
著
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
（1
（

。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
曇
鸞
は
西
暦
五
二
九
年
に
菩
提
流
支
よ
り
直
接
授
か
っ
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
（『
論
註
』
所
引
本
）

に
対
し
て
註
を
施
し
つ
つ
、
そ
の
際
に
古
写
本
系
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
、
二
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

を
参
照
し
て
、『
論
註
』
を
著
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
菩
提
流
支
と
『
無
量
寿
経
論
』

菩
提
流
支
は
、『
無
量
寿
経
論
』
を
訳
主
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
漢
訳
年
代
と
な
る
と
、
諸
経
録
の

上
で
二
種
の
訳
出
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
が
普
泰
元
年
、
も
う
一
つ
が
永
安
二
年
で
あ
る
。
こ
れ
を

西
暦
に
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
西
暦
五
三
一
年
と
西
暦
五
二
九
年
で
あ
る
。
た
っ
た
二
年
の
差
で
あ
る
が
、
曇
鸞
『
論
註
』
と
の
関
係
に
お

い
て
大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
曇
鸞
が
大
通
年
間
（
西
暦
五
二
七
〜
五
二
九
年
）
に
菩
提
流
支
と
出
会
っ
た
と
い
う
、
道
宣
『
続
高
僧
伝
』

が
確
認
で
き
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
も
し
も
、
こ
の
時
、
曇
鸞
が
菩
提
流
支
よ
り
『
無
量
寿
経
論
』
を
受
け
取
っ
た
と
す
る
と
、
そ
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の
漢
訳
年
代
は
西
暦
五
二
九
年
で
あ
れ
ば
矛
盾
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
訳
年
代
が
西
暦
五
三
一
年
で
あ
れ
ば
、『
無
量

寿
経
論
』
は
曇
鸞
と
菩
提
流
支
が
出
会
っ
た
時
、
ま
だ
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
無
量
寿
経
論
』
の
訳
出
年
代
を
明
記
し
て
い
る
「
経
録
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
隋
・
費
長
房
『
歴
代
三

宝
紀
』（
西
暦
五
九
七
年
）、
唐
・
道
宣
『
大
唐
内
典
録
』（
西
暦
六
六
四
年
）、
唐
・
明
佺
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
西
暦
六
九
五
年
）、

唐
・
智
昇
『
開
元
釈
経
録
』（
西
暦
七
三
〇
年
）、
唐
・
円
照
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
西
暦
八
六
〇
年
）
で
あ
る
。

・
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
第
三
に
は
、

廣
陵
王
位　

改
普
泰
元
年
。
攝
大
乗
論
本
三
巻
、
佛
陀
扇
多
出
。
勝
思
惟
經
論
、
無
量
壽
優
波
提
舎
等
、
菩
提
流
支
出
（
大
正
四
九
巻

四
四
下
）。

さ
ら
に
同
じ
く
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
第
九
に
は
、

無
量
壽
優
波
提
舎
經
論
一
巻　

普
太
元
年
出
僧
辨
筆
受
（
大
正
四
九
巻
八
六
上
）。

と
あ
る
。

・
道
宣
『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
四
に
は
、

無
量
壽
優
波
提
舎
經
論
、
普
泰
元
年
僧
辨
筆
受
（
大
正
五
五
巻
二
六
九
中
）。

巻
第
六
に
は
、

無
量
壽
經
論
八
紙
、
後
魏
菩
提
流
支
譯
（
大
正
五
五
巻
二
九
五
下
）。

と
あ
り
、
訳
出
年
代
以
外
に
も
、
八
紙
と
い
う
分
量
も
記
し
て
い
る
。

・
明
佺
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
第
六
に
は
、

無
量
壽
經
論
一
巻
八
紙
優
波
提
舎
造
、
右
後
魏
普
泰
元
年
菩
提
流
支
譯
、
出
内
典
録
（
大
正
五
五
巻
四
〇
七
下
）。
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と
あ
り
、
道
宣
『
大
唐
内
典
録
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
録
は
す
べ
て
普
泰
元
年
、
す
な
わ
ち
、
西
暦
五
三
一
年
説
を
採
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
暦
五
二
九
年
説
を
採
る
経
録
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

・
唐
・
智
昇
『
開
元
釈
経
録
』
巻
第
六
に
は
、

無
量
壽
經
論
一
巻
、
題
云
無
量
壽
經
優
波
提
舎
願
生
偈
婆
藪
盤
豆
菩
薩
造
、
永
安
二
年
、
於
洛
陽
永
寧
寺
出
、
僧
辨
筆
受
（
大
正
五
五

巻
五
四
一
上
）

巻
第
十
九
に
は
、

無
量
壽
經
論
一
巻
題
云
無
量
壽
經
優
波
提
舎
願
生
偈
七
紙
（
大
正
五
五
巻
六
八
九
下
）。

と
あ
る
。

・
円
照
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
に
は
、

無
量
壽
經
論
一
巻
、
題
云
無
量
壽
經
優
波
提
舎
願
生
偈
婆
藪
盤
豆
菩
薩
造
、
永
安
二
年
、
於
洛
陽
永
寧
寺
出
、
僧
辨
筆
受
（
大
正
五
五

巻
八
三
九
中
）

と
あ
り
、
円
照
は
、
智
昇
『
開
元
釈
経
録
』
の
見
解
を
採
用
し
て
い
る
。

隋
・
法
経
『
衆
経
目
録
』（『
法
経
録
』）（
西
暦
五
九
四
年
）、
隋
・
彦
悰
『
衆
経
目
録
』（『
彦
悰
録
』（
西
暦
六
〇
二
年
）、
唐
・
静
泰
『
衆

経
目
録
』（『
静
泰
録
』）（
西
暦
六
六
五
年
）、
唐
・
靖
邁
『
古
今
訳
図
紀
』（
唐
・
高
宗
の
時
（
西
暦
六
四
九
〜
六
八
三
年
）
に
つ
い
て

は
『
無
量
寿
経
論
』
の
漢
訳
年
代
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

さ
て
、
果
た
し
て
、
ど
ち
ら
の
説
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、『
続
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
菩
提

流
支
と
曇
鸞
の
出
会
い
が
大
通
年
間
（
西
暦
五
二
七
〜
五
二
九
年
）
で
あ
っ
た
と
の
記
事
か
ら
す
る
と
『
無
量
寿
経
論
』
の
漢
訳
年
代
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が
西
暦
五
二
九
年
な
ら
ば
、
漢
訳
が
完
成
し
た
ば
か
り
の
『
無
量
寿
経
論
』
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
西
暦
五
三
一
年

な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
論
』
は
、
大
通
年
間
に
は
ま
だ
漢
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て）
（1
（

、
大
通
年
間
以
降
、
菩
提
流
支
よ
り
直
接
的
、

あ
る
い
は
間
接
的
に
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ど
ち
ら
の
説
を
是
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
ち
ら
も
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
西
暦
五
二
九
年
に
一
度
漢
訳
さ
れ
た
『
無

量
寿
経
論
』（『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』）
が
再
度
西
暦
五
三
一
年
（
古
写
本
系
の
『
無
量
寿
経
論
』）
に
手
直
し
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
が
『
論
註
』
所
引
本
は
曇
鸞
に
よ
っ
て
、
古
写
本
系
の
『
無

量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
が
、
北
斉
時
代
の
石
刻
本
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
漢
訳
直
後
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
比
較
的
早
い
時
期
に
二

系
統
の
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
の
西
暦
五
三
一
年
説
も
ま
た
、

以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
整
合
性
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

①
『
歴
代
三
宝
紀
』
は
、
他
の
経
録
と
異
な
っ
て
、
訳
経
の
歴
史
を
重
要
視
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訳
出
年

代
に
つ
い
て
は
、
よ
り
注
意
深
く
調
査
さ
れ
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
『
歴
代
三
宝
紀
』
の
成
立
は
西
暦
五
九
七
年
で
あ
り
、『
無
量
寿
経
論
』
の
漢
訳
年
代
は
西
暦
五
三
一
年
（
あ
る
い
は
西
暦
五
二
九
年
）、

そ
の
間
は
わ
ず
か
七
〇
年
に
も
満
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
費
長
房
は
『
歴
代
三
宝
紀
』
を
編
む
際
に
参
照
し
た
李
廓
『
魏
世
衆
経
目
録
』
は
、
北
魏
天
平
年
（
西
暦
五
三
四
〜
五
三
七
年
）

に
編
ま
れ
て
い
て
、
ま
さ
し
く
菩
提
流
支
漢
訳
の
時
代
に
完
成
し
た
経
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④
費
長
房
は
、
菩
提
流
支
が
編
ん
だ
『
訳
衆
経
論
目
録
』（
現
存
し
な
い
）
の
存
在
を
『
歴
代
三
宝
紀
』
に
記
載
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

⑤
十
餘
年
來
、
詢
訪
𦾔
老
、
捜
討
方
獲
。
雖
粗
緝
綴
猶
慮
未
周
。
廣
究
博
尋
求
敬
俟
來
後
、
今
之
所
撰
集
。
略
准
三
書
以
爲
指
南
（
大
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正
四
九
巻
、
一
二
〇
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
諸
経
録
、
経
典
、
論
書
な
ど
を
探
し
求
め
て
、
十
数
年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け
て
、
よ

り
完
成
度
の
高
い
経
録
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑥
こ
れ
に
対
し
て
智
昇
『
開
元
釈
経
録
』
の
完
成
は
西
暦
七
三
〇
年
で
あ
り
、『
無
量
寿
経
論
』
の
訳
出
よ
り
お
よ
そ
二
〇
〇
年
も
経
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
菩
提
流
支
に
よ
る
『
無
量
寿
経
論
』
の
漢
訳
年
代
に
は
二
種
類
の
説
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
が
、
不
思
議
な

こ
と
に
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
論
考
は
一
つ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
の
仮
説
を
学
界
に
提
出
し
た
い
。

以
前
の
筆
者
の
研
究
〔
一
九
九
九
〕
に
よ
り
、『
論
註
』
所
引
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
と
「
大
蔵
経
」
所
収
の
『
無
量
寿
経
論
』
と
は
、

一
巻
と
い
う
短
い
論
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
〇
字
近
い
、
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
筆
者
の
最
近
の
研
究
〔
二
〇
一
八
、
二
〇
二
一
〕
に
よ
り
菩
提
流
支
の
漢
訳
直
後
、
早
い
時
期
に
『
論
註
』
所
引
本
『
無
量

寿
経
論
』
と
古
写
本
系
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
二
系
統
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
菩

提
流
支
よ
り
西
暦
五
二
九
年
に
直
接
授
け
ら
れ
た
も
の
で
、
後
者
は
、
西
暦
五
三
一
年
に
漢
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
菩
提

流
支
は
『
無
量
寿
経
論
』
を
二
度
漢
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
な
ぜ
漢
訳
直
後
に
二
つ
の
系
統
の
『
無
量
寿

経
論
』
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
解
消
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
あ
る

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
が
「
甲
」
と
し
て
漢
訳
さ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
作
品
に
対
し
て
同
一
訳
者
が
、
手
を
加
え
、
よ
り
完
成
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度
の
高
い
「
乙
」
が
漢
訳
さ
れ
た
場
合
、「
甲
」
を
訂
正
し
た
の
が
「
乙
」
で
あ
る
の
で
、「
乙
」
に
合
理
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
、「
乙
」
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、『
無
量
寿
経
論
』
の
場
合
、
西
暦
五
二
九
年
に
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
の
文
言
や
本
文

を
整
理
し
た
も
の
が
、
西
暦
五
三
一
年
に
同
じ
く
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
再
度
漢
訳
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
ま

さ
し
く
清
書
版
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
暦
五
三
一
年
に
漢
訳
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
が
菩
提
流
支
に
と
っ
て
、
よ
り
完
成

度
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
無
量
寿
経
論
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
は
、
高
瀬
、
三
宅
の
主
張
す
る
『
論
註
』
所
引
本
『
無
量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、
正
倉

院
聖
語
蔵
本
や
金
粟
山
大
蔵
経
写
本
の
古
写
本
系
『
無
量
寿
経
論
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

石
川
啄
道
〔
二
〇
〇
九
〕『
曇
鸞
浄
土
教
形
成
論
―
そ
の
思
想
的
背
景
―
』
法
蔵
館
。

大
内
文
雄
〔
二
〇
一
三
〕『
南
北
朝
隋
唐
期
佛
教
史
研
究
』
法
蔵
館
。

大
須
賀
秀
道
〔
一
九
二
七
〕「
浄
土
論
の
譯
本
に
就
い
て
」
大
谷
大
学
『
仏
教
研
究
』
第
八
巻
第
四
号
。

川
口
義
照
〔
二
〇
〇
〇
〕『
中
国
仏
教
に
お
け
る
経
録
研
究
』
法
蔵
館
。

黒
田
浩
明
〔
二
〇
一
四
〕「
曇
鸞
に
お
け
る
思
想
と
信
仰
の
交
渉
―
菩
提
流
支
と
の
邂
逅
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
中
村
薫
編
『
華
厳
思
想
と
浄
土
教
』

文
理
閣
。

岸
一
英
〔
一
九
九
九
〕「
無
量
寿
経
論
校
異
の
意
義
」『
無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
。

齊
藤
隆
信
〔
二
〇
一
五
〕『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究　

善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』
法
蔵
館
。
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『
無
量
寿
経
論
』
と
『
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註
』

桜
部
建
〔
一
九
九
七
〕『
増
補　

仏
教
語
の
研
究
』
文
栄
堂
書
店
。

佐
藤
心
岳
〔
一
九
六
三
〕「
中
國
に
お
け
る
梵
語
佛
典
の
重
視
」
佛
教
大
学
『
研
究
紀
要
』
第
四
四
・
四
五
号
。

柴
田
泰
山
〔
二
〇
一
四
〕「『
観
無
量
寿
経
』
の
信
仰
と
実
践
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
九
号
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
〔
二
〇
一
三
〕『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
㈠
三
経
七
祖
篇
』
本
願
寺
出
版
。

真
宗
勧
学
寮
〔
一
九
三
九
〕『
浄
土
論
註
校
異
』
真
宗
勧
学
寮
。

高
瀬
承
厳
〔
一
九
一
七
〕「
類
本
往
生
論
に
就
き
て
」『
仏
書
研
究
』
第
二
九
号
。

武
田
龍
精
〔
二
〇
〇
八
〕「
曇
鸞
浄
土
教
の
思
想
史
的
背
景
と
大
乗
哲
学
的
原
理
」
武
田
龍
精
『
曇
鸞
浄
土
教
思
想
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
。

陳
垣
（
西
脇
常
記
、
村
田
み
お
訳
）〔
二
〇
一
四
〕『
中
国
仏
教
史
籍
概
論
』
知
泉
書
館
。

辻
本
俊
郎
〔
一
九
九
九
〕「『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」『
無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
。

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
一
一
〕「『
無
量
寿
経
論
』
とBodhiruci

」『
ア
ジ
ア
学
科
年
報
』
第
四
号
。

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
一
八
〕「
中
国
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
受
容
」『
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
三
号
。

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
二
〇
〕「
曇
鸞
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
考
」『
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
五
号
。

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
二
一
〕「『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
研
究
―
響
堂
山
石
刻
本
、
金
粟
山
大
蔵
経
写
本
を
中
心
と
し
て
―
」『
仏
教
学
会
紀
要
』

第
二
六
号
。

藤
堂
恭
俊
〔
一
九
九
五
〕「
曇
鸞
―
浄
土
教
を
開
花
せ
し
め
た
人
と
思
想
―
」『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
四
巻
、
講
談
社
。

野
上
俊
静
〔
一
九
七
〇
〕『
中
国
浄
土
三
祖
伝
』
文
栄
堂
。

幡
谷
明
〔
一
九
八
九
〕『
曇
鸞
教
学
の
研
究
―
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
―
』
同
朋
舎
。

幡
谷
明
〔
一
九
八
九
〕『
曇
鸞
教
学
の
研
究
―
親
鸞
教
学
の
思
想
的
基
盤
―
＜
資
料
篇
＞
』
同
朋
舎
。



七
二

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

藤
善
眞
澄
〔
二
〇
一
三
〕『
中
國
佛
教
史
研
究　

隋
唐
佛
教
へ
の
視
角
』
法
蔵
館
。

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
〔
二
〇
一
一
〕『
浄
土
教
典
籍
目
録
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
。

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
「
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
〔
一
九
九
九
〕『
無
量
寿
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
。

船
山
徹
〔
二
〇
一
三
〕『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
―
ス
ー
ト
ラ
が
経
典
に
な
る
と
き
』
岩
波
書
店
。

三
宅
徹
誠
〔
二
〇
〇
八
〕「
保
延
四
年
写
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』「
解
題
」」、「
金
剛
寺
蔵
保
延
四
年
写
本
よ
り
見
た
日
本
に
お
け
る
『
無

量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
の
伝
承
」
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
三
輯
『
金
剛
寺
蔵
観
無
量
寿
経　

無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
巻
下
』

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
。

三
宅
徹
誠
〔
二
〇
一
〇
〕「
金
剛
寺
蔵
保
延
四
年
写
本
よ
り
見
た
日
本
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
の
伝
承
」『
古
写
本
研
究

の
最
前
線
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
資
料
集
成
―
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
。

宮
嶋
純
子
〔
二
〇
一
四
〕「
胡
語
か
ら
梵
語
へ
―
日
中
仏
教
文
献
に
お
け
る
イ
ン
ド
・
西
域
言
語
の
認
識
―
」
佐
藤
文
子
・
原
田
正
俊
・
堀
裕
編
『
仏

教
が
つ
な
ぐ
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版

李
利
安
・
崔
峰
〔
二
〇
一
八
〕『
南
北
朝
佛
教
編
年
』
三
秦
出
版
社
。

註（
１
）　

桜
部
建
〔
一
九
九
七
〕
は
、「
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
手
に
遺
さ
れ
て
い
る
菩
提
流
支
訳
の
諸
経
論
は
、
一
方
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
仏
教
学

の
分
野
か
ら
す
れ
ば
、
論
師
世
親
の
大
乗
経
典
解
釈
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
他
方
に
お
い
て
、
シ
ナ
仏
教

学
の
分
野
か
ら
い
え
ば
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
述
作
さ
れ
た
大
乗
論
書
の
一
形
式
が
シ
ナ
に
ど
の
よ
う
に
伝
来
さ
れ
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ

た
か
を
知
る
た
め
の
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
材
料
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。



七
三

『
無
量
寿
経
論
』
と
『
論
註
』

（
２
）　

曇
鸞
は
、『
論
註
』
の
長
行
に
お
い
て
、「
解
義
分
」
を
十
に
分
け
て
、
註
を
施
し
て
い
る
が
、
大
蔵
経
、
古
写
本
系
の
『
無
量
寿
経
論
』

テ
キ
ス
ト
の
中
で
こ
の
形
式
に
基
づ
い
て
改
行
を
施
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
辻
本
〔
一

九
九
九
〕
を
見
よ
。

（
３
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
一
九
九
九
〕
を
見
よ
。

（
４
）　
「
無
量
寿
修
多
羅
優
波
提
舎
願
生
偈
略
解
義
竟
」
と
い
う
一
文
は
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ

の
一
文
が
見
ら
れ
る
の
は
宋
・
東
禅
寺
版
な
ど
で
あ
っ
て
、
正
倉
院
聖
語
蔵
写
本
、
高
麗
再
雕
版
、
房
山
雲
居
寺
石
刻
本
な
ど
で
は
見
ら

れ
な
い
。

（
５
）　

た
だ
し
、
一
言
で
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
と
い
っ
て
も
現
在
、
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
は
何
本
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
場
合
、
本
来
三
宅
徹
誠
は
ど
の
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
が
原
形
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
宅
は
「
院
政
期
の
金

剛
寺
本
や
親
鸞
加
点
本
な
ど
の
最
古
の
『
論
註
』
諸
本
群
」
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
の
説
か
ら
す
る
と
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
ら
は
最
古
の
『
論

註
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
『
論
註
』
の
古
い
情
報
を
我
々
に
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
本
願

寺
蔵
本
や
義
山
版
本
の
方
が
よ
り
古
い
情
報
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
二
〇
〕
を
見
よ
。

（
６
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
二
一
〕
を
見
よ
。

（
７
）　

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
八
〕
を
見
よ
。

（
８
）　

藤
堂
恭
俊
〔
一
九
九
五
〕
二
三
〜
二
四
頁
。

（
９
）　

岸
一
英
は
、
西
暦
五
二
九
年
漢
訳
説
は
、
大
通
年
間
と
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
岸
〔
一
九
九
九
〕）。

（
10
）　

藤
善
眞
澄
は
、『
論
註
』
は
、
北
魏
が
東
西
に
分
裂
す
る
頃
、
東
魏
の
孝
静
帝
の
天
平
年
間
（
西
暦
五
三
四
〜
五
三
七
年
）
よ
り
の
ち

に
比
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
（
藤
善
〔
二
〇
一
三
〕
三
二
一
〜
三
二
二
頁
）。



七
四

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

（
11
）　
『
論
註
』
に
は
次
に
記
す
よ
う
に
、
訳
者
を
批
判
す
る
よ
う
な
文
言
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
譯
者
何
縁
目
彼
寶
爲
草
耶
。（
中
略
）

余
若
参
譯
當
別
有
途
」（
四
六
二
頁
）。
と
あ
る
よ
う
に
、
も
し
、
訳
場
に
参
加
し
た
な
ら
ば
、
別
の
訳
語
を
提
出
で
き
た
と
い
う
。
し
か

し
、
曇
鸞
は
そ
の
訳
語
を
自
ら
の
著
作
の
中
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
別
の
訳
語
を
提
出
で
き
る
と
明
言
し
た
と
い
う
こ
と
は
曇
鸞

が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
齊
藤
隆
信
に
よ
れ
ば
、
曇
鸞
の
『
讃
阿
弥

陀
仏
偈
』
に
つ
い
て
、
押
韻
や
平
仄
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
割
裂
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
か
つ
句
中
の
節
奏
点
も
守
ら
れ
て
い
て
、
一

定
の
リ
ズ
ム
も
維
持
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
（
齊
藤
隆
信
〔
二
〇
一
五
〕
一
五
四
〜
一
六
〇
頁
）。
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
も
解
し
、
ま
た
漢
詩
の
素
養
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
12
）　

親
鸞
加
点
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
は
、「
五
念
門
」
と
な
っ
て
お
り
、
た
だ
一
本
、
金
剛
寺
蔵
保
延
四
年
書
写
本
の
み
が
「
五

門
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）　

た
だ
し
、
曇
鸞
の
著
作
、『
論
註
』、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』、『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
の
中
で
、『
論
註
』
所
引
本
の
『
無
量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、

大
蔵
経
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
は
こ
こ
し
か
な
い
。

（
14
）　

藤
堂
恭
俊
は
、
道
宣
『
続
高
僧
伝
』
の
中
の
「
北
國
虜
僧
曇
鸞
」（
大
正
五
〇
巻
四
七
〇
上
）
と
い
う
文
言
に
注
目
し
、
曇
鸞
が
当
時
、

北
魏
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
梁
に
入
国
す
る
際
に
「
北
國
虜
僧
曇
鸞
」
と
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
曇
鸞
の
梁
へ
の
入
国
は
、
元
顥

が
大
敗
し
た
、
西
暦
五
二
九
年
七
月
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
藤
堂
〔
一
九
九
五
〕
十
六
頁
）。




